
共生共創事業の全県展開　ロジックモデル （Ｒ３．12末時点）

◎共生共創事業(狭義）の進行管理 　◎用語について

2018 2019 2020 2021 2022 2023 　　・アウトプット（活動結果）：インプット（施策や事業に投入される手段(予算等))
30,000 75,814 72,437 70,000 　　　　　　　　　　　　　　　　を用いて実施した事業の実績。

参加者数（人） 　　・アウトカム（成果）：アウトプットによって発生する効果。
目標 ― 5,000 5,400 5,700 6,000 　　・ロジックモデル：事業がその目的（最終アウトカム）を達成するに至るまでの
実績 2,532 6,947 4,267 3,098 　　　　　　　　　　　論理的な因果関係をアウトプットやアウトカムを用いて

達成率 ― 138.9 79.0 54.4 　　　　　　　　　　　明示したもの　　　　　　　明示したもの

※　2020年度は、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、動画配信（無観客）で実施。再生回数（実績）：48,201回
※　2021年度は、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、動画配信（無観客）で実施。再生回数（実績）：47,150回 （R2制作動画のR3再生回数も含む）

＜参考：予算額（全体）＞
2018 2019 2020 2021 2022 2023

　　 ※　短期アウトカムの2019、2020年度の数値は、「共生
　 　　共創事業」のみの調査結果

※　中間アウトカムの2019～2021年度の数値は、「共生
　　共創事業」のみの調査結果。
　　2022年度以降は、「共生共創事業」、「シニア合唱」
　　「マグカル展開促進補助金」の調査結果。

　　
（*）新型コロナ感染拡大防止のため、動画配信(無観客)
　　 で実施。

予算額（千円）
年度

年度
予算額（千円）

最終アウトカム

年齢や障がいなどに

かかわらず、

子どもから大人まで

全ての人が、

舞台芸術に参加し楽し

める「共生共創事業」

や、同様の取組を

全県展開することで、

「ともに生きる社会か

ながわ」の実現に寄与

する。

アウトプット（2021年度） 中間アウトカム（2019年度～）短期アウトカム（2019年度～）

≪共生共創事業≫

〇 シニア劇団の運営（劇団員数、平均年齢）

・横須賀シニア劇団「よっしゃ!!」 39人、68.0歳

・綾瀬シニア劇団「Hale」 21人 69.4歳

・小田原シニア劇団「ﾁﾘｱｸｵｰﾙﾃﾞｨｰｽﾞ」 17人、70.8歳

〇 シニアダンス企画のWS等（横浜） 実施回数 14回

〇 公演の実施（配信）回数

・シニア企画 ５回

・障がい者企画 ２回

・その他（国際文化交流等） １回

≪マグカル展開促進補助金≫ ※事業開始：2022年度～

〇 交付実績

・シニア ●件

・障がい者 ●件

・その他(多文化共生等） ●件

≪庁内の取組≫ ※県主導第３セクター等含む

〇 シニア関連 ●●回

〇 障がい者関連 ●●回

〇 その他（多文化共生等） ●●回

≪シニア合唱≫ ※事業開始：2022年度～

〇 実施箇所 ●か所 ※●●団地

〇 実施回数 ●●回

≪出演者数・シニア関連≫

2019年度 4,985人 2020年度 4,232人

2021年度 3,080人 2022年度

2023年度 合計

≪出演者数・障がい者関連≫

2019年度 1,350人 2020年度 31人

2021年度 18人 2022年度

2023年度 合計

≪出演者数・その他（多文化共生等）≫

2019年度 612人 2020年度 ４人

2021年度 0人 2022年度

2023年度 合計

≪鑑賞者数・シニア関連≫

2019年度 517人 2020年度 40,640回(*)

2021年度 33,260回(*) 2022年度

2023年度 合計

≪鑑賞者数・障がい者関連≫

2019年度 313人 2020年度 5,536回(*)

2021年度 6,566回(*) 2022年度

2023年度 合計

≪鑑賞者数・その他（多文化共生等）≫

2019年度 49人 2020年度 2,025回(*)

2021年度 7,324回(*) 2022年度

2023年度 合計

≪県内５地域の実施状況（件数、参加者数）≫

【2021年度】

〇 横浜・川崎地域 17件 320人

〇 横須賀・三浦地域 71件 1,845人

〇 県央地域 42件 538人

〇 湘南地域 0件 0人

〇 県西地域 57件 395人

合計 187件 3,098人

≪出演者の意識の変化≫

体や心が元気になったと感じた割合

2019年度 79.7％

2020年度 69.4％

2021年度 82.0％

2022年度

2023年度

≪鑑賞者の意識の変化≫

共生社会の実現が必要と感じた割合

2019年度 84.1％

2020年度 （動画配信のためアンケートなし）

2021年度 100％

2022年度

2023年度
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